
環境・農業・防災

課題グループE班

伊藤彩乃・渡邉凜・中山凜空・廣田悠羽

斎藤すみれ・平根弘翔
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環境

防災農業

郊外部の環境

土浦市郊外部

・不法投棄
・緑地の保全

3

環境

防災農業
不法投棄

4

現状と課題

土浦市環境白書令和4年度年次報告書より引用土浦市ごみ不法投棄マップより引用

新規発生件数は例年10件前後で減少傾向は見られない
   （参考：令和3年度茨城県内発生件数 171件）

環境

防災農業

監視性の確保が求められている

緑地の保全

5

現状

鬱蒼とした雰囲気漂う緑地電柱に巻き付く植物

あまり人の手が加わっていない 「緑地保存」の状態

2023年10月13日 撮影者：平根 Google Earth Proより引用 （画像取得日2023/５）

環境

防災農業

「緑地の保存」よりも「緑地の保全」が必要

緑地の保全

6

課題

地域住民視点 道路の封鎖、虫や蛇の発生

行政視点 治安の悪化、町のイメージの低下

植物視点 十分な日射が確保できず、生育悪化

「最大多数の最大幸福化」
という状況を作れていない

環境

防災農業
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市街地の環境

土浦荒川沖市街地

・公園
・都市公害
・廃棄物

7

環境

防災農業
公園

8

現状と課題

土浦市の都市公園の総数は全52園
総面積は85.78ha（857800平方メートル）

これは土浦市民（約14.2万人）一人当たりの
都市公園面積にして

約6.04㎡/人

土浦市市街化区域の総面積（約3300ha）
における公園面積率は

約2.6％

いずれも平均値未満 国土交通省
都市公園データベースより引用

全国平均
8.7㎡/人

全国平均
3.4％

環境

防災農業

9

公園

現状と課題
並木

高津・上高津

西根

右の三地区は、
いずれも市街化区域内だが、
周囲1㎞以内に
都市公園が存在しない。

環境

防災農業

市民全員が公園というサードプレイスを享受できているわけではない

都市公害

10

現状と課題

土浦市環境白書令和4年度年次報告書より引用 土浦市環境白書令和4年度年次報告書より作成

・工場/事業場活動による産業型公害から都市生活型公害へと変化
・近隣から発生する騒音(41%)、野焼きによる悪臭(35%)の件数が多い
・相談件数は令和2年度から増加傾向

環境

防災農業

廃棄物

11

現状

環境省一般廃棄物処理実態調査結果より作成

環境

防災農業
廃棄物
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現状
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上段：令和3年度の各市町村最終処分量（t）

下段：令和3年度の各市町村ゴミ排出総量（t）

水戸市

つくば市

ひたちなか市

土浦市

茨城県HP
市町村別ごみ排出状況（令和3年度実績）
よりグラフを作成

この時重量がどれだけ
減衰しているのかを
まとめたグラフ

環境

防災農業
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廃棄物

13

課題と要因

・1日1人あたりのゴミ排出量を目標数値まで
 減らすこと

→市民のゴミを減らす意識が十分でない
分別の徹底が十分でない

・最終処分量の割合を下げること

→燃えるゴミに空き缶や瓶を出すなど、
   分別ルールの徹底が不十分

環境省一般廃棄物処理実態調査結果より作成

環境

防災農業

分別ルール・環境モラルの浸透化が求められる

霞ヶ浦周辺の環境

霞ケ浦周辺部

・霞ケ浦

・河川

14

環境

防災農業

・全国第２位の面積を持つ湖で、流入河川は56本、流出河川は1本
・以前は湖水浴も行われていた
・湖岸ではゴミのポイ捨てが目立ち、水は濁っている

15

霞ヶ浦

現状

2023年10月13日 撮影者：平根

環境

防災農業
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霞ヶ浦

課題

水質汚濁の指標である COD、

富栄養化の原因とされる窒素、

リンの濃度が環境基準を充たすこと

土浦市環境白書令和4年度年次報告書より抜粋アオコの回収作業のようす（土浦市環境白書より引用）

環境

防災農業

17

霞ヶ浦

要因

霞ヶ浦の汚濁要因 | 霞ヶ浦河川事務所 | 国土交通省 関東地方整備局 (mlit.go.jp)より作成

生活排水に汚濁物質が多く含まれている

茨城県霞ヶ浦環境科学センターHPより引用

湖水の出口が利根川のみであり、

湖水交換におよそ200日かかる

環境

防災農業
河川

18

現状と課題

土浦市生活排水対策推進計画第2期後期計画より引用

・市内の水質調査を行っている河川のうち、
半数が目標数値に到達していない

・新川、備前川、花室川、乙戸川は主に市街地を
通る川であり、生活排水による影響が大きいと
考えられる

土浦市環境白書より引用

環境

防災農業
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環境課題の改善意義

19

土浦市の環境課題

不法投棄

都市郊外

水質汚濁

里山保全・景観悪化

・シビックプライドの喪失

・市内環境の変化に対する
    関心の低下

・市外への人口流出
さらなる環境課題の発生

環境保全ボランティアの減少

環境モラルの低下

環境

防災農業

20

環境

防災農業
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土浦市年齢別基幹的農業従事者数 推移

2010年 2015年 2020年

農業人口の減少・高齢化

環境

防災農業
農業人口

新規参入者増加 引用 県南地域の農業概況について
引用 農林業センサス

現状の新規参入者増加率で、将来の高齢者層の減少分を賄えない

2020年の50歳以上の

人口割合 86.6％

経営耕地面積が減少しているのに対して、1経営耕地面積の上昇幅は小さい

22

経営耕作地 2010年から2020年の間で約20％の減少

1経営体あたり経営耕地面積、上昇率ともに全国平均より低い
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土浦 全国

農業面積
環境

防災農業

引用 農林業センサス

耕作放棄地

23
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2005年 2010年 2015年

耕作放棄地面積の推移

耕作放棄地の増加

耕作放棄地の面積率が
増加している場所

環境

防災農業

引用 農林業センサス

引用 都市構造可視化サイト 農地転用による不適切な用途で使われることで災害リスクにつながる

農地転用

24

農地転用
農地転用面積の用途別割合では、住宅地の転用が一番多い。

引用 いばらきの土地

環境

防災農業
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生産性や収益性の向上のため集積率の向上が必要

土浦市の集積率は20％代を推移

全国や茨城県の集積率より低い

茨城県の目標値66％(令和5年)

25
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引用 つちうら農業委員会だより

農地集積率
環境

防災農業

26

出し手

規模縮小
経営転換
農地相続

農地バンク
（農地中間管理機構）

受け手

規模拡大
集約化
新規参入

貸付 貸付

耕作放棄地・農地転用・農地集積率への対策

農地バンク

〇収穫やそば打ち
などの体験イベント
〇取れた農作物を
メニュー化し販売

環境

防災農業

体験型農業「アトレの畑」

• 農地再生
• 地域農業の活性化
• 地産地消の推進

農業産出額全国 3位、

販売農家数 1位

商品価値の付加

27

環境

防災農業

第6次産業等の取り入れによる商品価値の付加及び所得の増加

農業の
ポテンシャル

が高い

より高い収益性が
見込める

六次産業化関連事業年間販売金額

引用 農林水産省

販売農家一戸
あたりの所得

全国 ９位

土浦ブランド

「土浦の恵みが人を結び、町の賑わい

が土浦を豊かにする。」を掲げ、土浦

の魅力を伝えるために認定が行われて

いる

ブランディング

28

環境

防災農業

土浦内外にどのように土浦ブランドを発信していくか

現状の相関性

29

環境

防災農業
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環境による
被害
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環境

防災農業

25 26

27 28

29 30



土浦の地形条件

31

位置 地形 地質

新治地区北部 山地 花崗岩及び接触変成を受けたホルン
フェルス

桜川両岸(筑波台地) 段丘 関東ローム層

台地周縁部 段丘斜面及び
沖積扇状地

下総層群

桜川低地 低地 未固結の沖積層

霞ヶ浦 湖岸平野

土浦駅周辺、桜川周辺 人工改変地 盛土、埋土、埋立地

環境

防災農業

災害

水害、地震、その他

防災の現状と課題 1

32

制度等

地域連携、情報伝達

環境

防災農業

・洪水

・内水氾濫

・道路冠水

・土砂災害

防災の現状と課題 1-1：水害

33

・洪水

・内水氾濫

・道路冠水

・土砂災害

2019年の台風の影響で桜川が氾濫し水浸しになった市内の田んぼ 
（ エンタメ会議室 (tentenmomoyan.club)より引用）

環境

防災農業

34

土浦市洪水ハザードマップ(霞ヶ浦・桜川浸水想定区域図)

市役所や土浦駅、消防署などの災害時に

拠点となる場所が3m以上の浸水想定区域

に入っている

現状 課題

条件
・霞ヶ浦：霞ヶ浦流域の192時間総雨量853mm
・桜川：桜川流域に48時間総雨量746mm

① 市中心部の浸水

② 道路の遮断

③ 防災意識の低下

国道6号、県道48号(第一次緊急輸送路)が

浸水被害で遮断されるもしくは渋滞する

可能性がある

桜川の堤防が決壊したのが、62年前

(1961年)の事なので防災意識が低下して

いる可能性がある

市役所

土浦消防本部

土浦警察署

県道48号

国道6号

35

現状 課題① 市中心部の浸水

災害時にも機能継続が必要な室、設備機器等が浸水
しないよう、想定される水位より高い位置にある階
に配置されていることが必要

「災害に強い官公庁施設づくりガイドライン」

・想定水位よりも高い位置に電気設備等を配置している

・代替施設が存在する(土浦市保健センター、土浦市消防

本部、ワークヒル土浦)

・消防庁舎の建て替えが行われた

・市民の防災に対する 重要度は高い(5が最大で4.48)

土浦市

土浦市の防災の要となる取組・施設、それについての広報

官庁施設における浸水対策イメージ図

土浦市消防本部消防庁舎

災害に強い
防災意識の啓蒙

36

② 道路の遮断

緊急輸送道路位置図

洪水による緊急輸送道路の遮断、避難などによる渋滞

橋が多く、緊急車両の通行が妨げられる

・救助活動などの災害対応が困難になる

・住民の避難が遅れる

現状 課題

緊急車両が優先して通行可能な仕組み、各避難手段用の避難経路の提示

緊急輸送道路：災害直後から緊急車両の通行を確保すべき重要な路線

国道6号

県道48号

31 32

33 34

35 36

https://tentenmomoyan.club/2019/10/15/%E5%9C%9F%E6%B5%A6%E8%8A%B1%E7%81%AB%E5%A4%A7%E4%BC%9A-2019-%E6%A1%9C%E5%B7%9D%E6%B0%BE%E6%BF%AB-%E5%8F%B0%E9%A2%A819%E5%8F%B7/
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③ 防災意識の低下

桜川の堤防が決壊したのが、62年前(1961年)

大雨でも浸水被害を受けることはないと考える

地球温暖化に伴う
自然災害の激甚化

水害のリスクが高いところに住む

災害時の被害が大きくなる

現状 課題

正確なリスク、災害や防災に関する情報の効果的な可視化

https://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/kasen/jiten
/nihon_kawa/0302_kasumi/0302_kasumi_02.html

2018年の西日本豪雨で5mほど浸水した
区域(2021年4月中旬に撮影)

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00138/051300796/

防災の現状と課題 1-1：水害

38

・洪水

・内水氾濫

・道路冠水

・土砂災害

・洪水

・内水氾濫

・道路冠水

・土砂災害

内水氾濫発生の模式図（土浦市内水ハザードマップより引用）

環境

防災農業

39

土浦市内水ハザードマップ

洪水からの避難を難しくする可能性があり、

中心部の人の逃げ場が失われる可能性がある

現状 課題

① 洪水の浸水想定区域の外側で
内水氾濫のリスクが高い

②田畑冠水の危険性が高い

災害の履歴に田畑冠水の被害があったことが

記録されている

水害全体、多様な対象を考慮した避難計画・ハザードマップの作成
40

現状 課題① 洪水の浸水想定区域の外側で内水氾濫のリスクが高い

洪水ハザードマップ＋内水ハザードマップ

洪水から避難する

避難する途中のエリアで内水氾濫が
発生する

迂回する必要性が生じ、避難距離が
長くなる

子どもや高齢者は特に避難するのが大変

41

現状 課題②田畑冠水の危険性が高い

藤沢地区・二中地区の一部
→1m以上浸水するリスクあり

住宅地から田畑に向かって標高が低く
なっている

田畑が被害を受けた時の補助制度を充実させる

農作物が被害を受ける

農業を続けるのが困難になる

※住宅の被害を軽減させるというメリットもある

・洪水

・内水氾濫

・道路冠水

・土砂災害

防災の現状と課題 1-1：水害

42

・洪水

・内水氾濫

・道路冠水

・土砂災害

道路冠水発生時のイメージ
（茨城県常総市/朝日新聞デジタル：朝日新聞社のニュースサイト (asahi.com)より引用）

環境

防災農業

37 38

39 40

41 42

https://www.asahi.com/?iref=pc_gnavi
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現状 課題

土浦北IC付近・川口立体道などで冠水の
リスクが高い

主な道路冠水危険地点

◎川口立体道（ＪＲ下）
◎白鳥地内（コンビニエンスストア付近）
◎神立跨線橋東
◎都和一丁目地内
◎神立地内（レンタルビデオ店付近）
◎都和公民館裏
◎中貫都市下水路
◎中村西根地内（清掃センター入り口付近）
◎西根南二丁目地内
◎桜ヶ丘地内（和菓子店付近）
◎中高津一丁目地内
◎大畑地内（土浦北インターチェンジ付近）
◎大畑地内（稲荷神社）
◎卸町二丁目付近（水路付近）

▲ 神立アパート周辺の冠水の様子 冠水する地点の正確な場所をあらかじめ知らせる 44

現状 課題土浦北IC付近・川口立体道などで冠水のリスクが高い

・水深30cmを超えるでの移動が不可能

・道が良く見えない

周辺道路の渋滞

物流、市外への移動の拠点が麻痺する

物流の拠点である常磐道の出入り口付近が冠水

・道が良く見えない
・水の勢いが強い

・避難が困難になる
・ケガをするリスクがある

人的被害

インフラへの影響

防災の現状と課題 1-1：水害

45

土砂災害発生時のイメージ
（熊本県水俣市/茨城県HPより引用）

・洪水

・内水氾濫

・道路冠水

・土砂災害

・洪水

・内水氾濫

・道路冠水

・土砂災害

環境

防災農業

46

土砂災害ハザードマップ

近隣の市には山を越えなければいけない

現状 課題

①新治地区の避難所が少ない 

②住宅地や避難所周辺での危険性

土浦第二中学校や下高津小学校周辺

47

現状 課題

①新治地区の避難が困難
高齢化率は東城寺47.86％、小野43.20％、本郷42.62％（令和5年4月）

→長距離避難は困難
→新治地区に新しい避難所が必要

②避難中に被災するおそれ
→洪水は川沿いの低地
→台地上の避難所へ避難したい
→避難所周辺の危険性が高い
→避難所や避難経路の安全性評価・公示

避難によって危険にさらされる

防災の現状と課題 1-2：地震

48

・倒壊

・液状化

・火災

・倒壊

・液状化

・火災

2011年東日本大震災の影響で倒壊した市内の建造物 （茨城県HPより引用）

環境

防災農業

43 44

45 46

47 48



49

揺れやすさマップ、土浦市地域危険度マップ 現状 課題

過去の災害

①茨城県南部地震では
土浦市全域で震度６～７

②多くの地域で30％以上の建物が全壊する

現状 課題

50

被害項目/地区 土浦地域 新治地域

全壊建物数 5,700棟 100棟

死者数 60人 0人

負傷者数 1,400人 60人

避難者数 57,000人 2,900人

避難所生活者数 43,000人 1,400人

疎開者数 14,000人 1,400人

引用：土浦市地域防災計画

全人口は142,066人なので、(43,000+1,400)÷142,066≒0.312

3人に1人が避難所で生活する

茨城県南部直下地震の被害予測

現状 課題

倒壊

引用：土浦市耐震化促進計画

51

87%

88%

96%

81%

84%

81%

93%

13%

12%

4%

19%

16%

19%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

市営住宅

要援護者の施設

避難施設

災害拠点

病院・診療所

住宅総数

令和3年における耐震化率の推計

耐震性あり 耐震性なし

住宅の耐震化は
進んでいる

現状 課題

①昭和55年以前の住宅5438棟（54％）は耐震性が不明（推計では国交省の数値を用いている）
昭和56年以降も一回の大きな地震しか想定していない

②災害拠点では16棟（21％）、避難施設では76棟（27％）が耐震性不明

安全性が不明なままの施設が多い

倒壊

気付かれていない危険性
52

防災の現状と課題 1-2：地震

53

・倒壊

・液状化

・火災

・倒壊

・液状化

・火災

液状化被害のイメージ
（千葉県浦安市/浦安市の液状化を写真で振り返る (urayasu.lg.jp)より引用）

環境

防災農業

54

土浦市液状化危険度マップ 現状 課題

①市街地が特に被害を
受けやすい

②災害拠点や緊急輸送路
が多く含まれる

対応に遅れが出る可能性

住宅や電柱の傾斜、沈下
下水道の破損

49 50

51 52

53 54

http://urayasu-shinsai-archive.city.urayasu.lg.jp/special/page_01/


液状化
現状 課題

救助・復旧の遅れ

土浦市は・・・
埋め立てによって整備された
→液状化が起こりやすい土地

インフラへの被害
→緊急車両などの交通障害や事故の誘発
→交通の混乱
→救助・処置の遅れ
→二次被害の拡大

55

防災の現状と課題 1-2：地震

56

・倒壊

・液状化

・火災

・倒壊

・液状化

・火災

住宅地火災被害のイメージ
（茨城県常陸太田市/NHK | 日本放送協会より引用）

環境

防災農業

57

現状 課題

引用：つちうらマップ

荒川沖駅周辺

桜川北側が特に老朽化、密集化

土浦北IC周辺に物流施設が集積

火災

老朽化した住宅密集地

地震の死因の多くは圧死と焼死

・狭い路地→救助活動が困難

・3，4階建ての建物が多い

・空きテナントなどの管理されていない建物

→危険性がかなり高い

現状 課題

火災

密集市街地での火災対策

茨城県南部地震において
冬18時では土浦市では480棟が焼失予想

桜川北側の様子

58

災害

水害、地震、その他

59

制度等

情報伝達、地域連携

防災の課題と現状 2
環境

防災農業

消防団で通訳隊が結成された

→必要としている人にその情報が行き届いて

いない

60

防災の現状と課題 2-1：情報伝達

0
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2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

在
留
外
国
人
数

[人
]

年度

土浦市在留外国人数の推移

在留外国人数

在留外国人数が増加

・日本の災害状況について知らない
・災害情報が届かない、理解できない

災害時の避難が困難

環境

防災農業

https://www.city.tsuchiura.lg.jp/data/doc/1428989520_doc_14_0.pdf

災害情報を取得する方法の発信、日本の災害に対する理解を深める活動

55 56

57 58

59 60

https://www.nhk.or.jp/


・他市町村や民間事業者との物的・人的な応援協定を結んでいる

例：県内43市町村、カスミなど62団体

・土浦市地域防災計画では「市及び県は、土浦港について、災害時の水上輸送拠点

としての機能について検討し、必要な整備に努める」

・浜名湖では船舶を利用した緊急物資輸送訓練を行う

・現在は陸路での支援しかできない

61

防災の現状と課題 2-2：地域連携

緊急輸送路が機能しなくなった際に地域連携が出来ない

市を超えた防災ネットワークの強化

環境

防災農業

61
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